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１健康づくりｉ撰進委員会だより

　　

発行日：令和３年１２月６日（月）

　

事務局＝淡路市健康増進課
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巻，，

　

健康づくり推進委員とは？

◆市内各町内会から推薦され、

　

市長が地域の健康づくりを推進する役割を委嘱した方々です。
◆市内５支部（津名・岩屋・北淡・一宮・東浦）に分かれて活動中！
◆任期：２年

一ｑ

　

健康づくり推進委員は何をするの？

　　

◆第１ステップ：研修会に参加！
自分の健康状態を知るために健診（検診）を受診し、生活習慣病予防のために
できる事を学びます。

◆第２ステップ：学んだ事を地域に広げる！
身近な人に伝えてもらい、健康に関心を持つ人が増えることを目指します。

◆最終ステップ：学んだ事を続ける！
任期終了後も健診受診を継続したり、「いきいき１００歳体操」に参加するなど、
色々な形で無理なくできる健康づくりを続けていただいています。

自分の健康に関心を持ち

　　　

ご家族や知人など身近な人に

　　　

地域の健康問題を行政とともに考え
理解する

　　　　　　　　　　

伝えてもらう 健康づくりを推進する

＜^

　

＼＼＼自 分

　　　　　

家 族

　　　　　　　

地 域

健康づくり意識の
底上げ

～すべての市民が健康で笑顔力概軍く健やかなまち淡路～

自分の「からだ」や「こころ」の状態に関心をもち、

で

」
健

　
み

」だ
みみんなで健康づくりに取り組みましょう！

Ｌ令和４年度は健康づくり推進委員の改選時期ですＪ

（このチラシが不要となりましたら、「その他紙類（雑紙）」 としてリサイクルしてください。）



覆淡路市の健康課題

ずつヒあなｆ；に健康で・、てはし・、“ら

１淡路市の死因別死亡割合の現状（令和元年）１
資料：人□動態統計より

その他２７．２％

糖尿病０．５％

１．３％

２．３％

　

長 ７．０％

脳血管疾患８．６％

悪性新生物

　　

２７．７％

トー一

　　　　　

肺炎 ９．７％

淡路市では、
悪性新生物（がん）、心疾患、
脳血管疾患など『生舌珊情病』
に起因する死因の割合が、

　

約半数を占めています。

年々増加

　

生活習慣病の

多くは症状がかなり

進行しても自覚症状が

　　

ありません。

◆年に１度は健診を受けて健康状態をチェックしましょう。生活習慣病予防や
病気の重症化予防につながり、充実した社会生活を送ることができます。

　

また、 医療費の節約にもつながります。

淡路市ではこのような健康課題があるため、生活習慣病予防に関する研修会を開催し、
健康づくり推進委員の皆様に参加していただいています。

高血圧症

　　　　

脂質異常症

　　　　　

糖尿病

１主舌禍…一缶上位３疾病で医療にかかっている人の割合１

（％）

　　　

平成２９年度

　　　

平成３０年度

４０．０

　

………………………………… …………… －－

資料：ＫＤＢシステムより

令和元年度

＝^Ｖ

　　

（＝Ｕ

　　　

＝^Ｕ

　　　

ｎ
Ｕ

　　　

＾
＝Ｖ

　　

（
＝Ｖ

　　　

＾
＝Ｖ

　　　

＾
Ｖ

に
Ｊ

　　　

＝^Ｖ

　　　

に
Ｊ

　　　

＝^Ｕ

　　

［へＪ

　　　

＾
＝Ｖ

　　

【
Ｊ

＾
＝Ｖ

　
　

　　　

　
　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

－－，３４．２－－－
３４９Ｍ
３５．３

　　

‐一
ー～ ３０．７

３１．５
３２．２

：：！－：三：ｒ－－ノー▼二：二：豪語…三：

：：：三一－

　

…‐：：：



今、あなたはどの位置にし、ますか？
健康な生活習慣

　

蝿亀

常連助

●高血糖
●高脂血

●肥

　

満
●高血圧
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レベル４

●虚血性心疾患（心筋梗塞・狭心症等）
●脳卒中（脳出血・脳梗塞等）
●糖尿病の合併症（失明・人工透析等）

］生活習慣病のイメージ
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越えちやったよぉ 言Ｕｆ

レベル５
●半身の麻痩
●日常生活における支障
●認知症

レベルＩ

●不適切な食生活

　

（エネルギー・食塩・脂肪の過剰等）
●身体活動・運動不足
●喫煙
●過度の飲酒
●過度のストレス

　

レベル３

●肥満症（特に内臓脂肪型肥満）
●糖尿病
●高血圧症
●高脂血症
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厚生労働省ＨＰより抜粋

ご自身の健康状態はご存じですか。健康づくり推進委員になって
研修会に参加し、一緒に健康状態を知るきっかけにしませんか。

　　　　　　　　　　：“Ｅ‐当巨副玩遊歩薩萱 「健康淡路２１計画」に沿った健康に関する様々な研修会を企画してし、ます。
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大切と分かった。
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健診を受けようと
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思 っ た。 ‐キ

家族や友人にも
今日の話をして

　

あげよう！
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」

Ｒ３年度は…
★「こころの健康づくり － 『安心』 を育て、 ストレスと上手に付き合おう－」

兵庫県立大学

　

看護学部 精神看護学

　

川田 美和

　

氏
★ 「し、きいき１００歳体操について」

　

等研修会を実施予定です。
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生活習慣病予防のために、 自分の体について振り返ってもらいました。
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Ｒ２年度

　

血管年齢測定・ストレッチ体操琵

　　　　　　　

目安量よりご飯の仲間が

自分の血管年齢がどれくらいか
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多くなっていた！

を確認。
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』墓温端院諸説馨 各地区での健康課題を解決するために、委員の皆さんと活動内容を企画しています。
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れ． 概： せっけんづくり体験を通して気分を１」フ レッシュ。
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キス を 謡 自分娠 効ア剛、て考える機会とか胤たｏ
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今日の研修会をきっかけに、 自分にあったストレス解消法を考えていきたいな。
１

他にも…
清掃ハイキングを行ったり、住民福祉まつりの際に活動紹介を行うなど、例年様々な活動を
行っています。


